
政府

あ
の
２
年
前
を
忘
れ
な
い

政
府
が
東
日
本
大
震
災
で
追
悼
式

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を

仰
ぎ
３
月
１１
日
、
東
京
・
国
立
劇

場
で
「
東
日
本
大
震
災
２
周
年
追

悼
式
」
が
開
催
さ
れ
た
。
追
悼
式

に
は
遺
族
の
方
々
を
は
じ
め
、
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、

最
高
裁
判
所
長
官
の
三
権
の
長
の

ほ
か
、
国
会
議
員
や
自
治
体
関
係

者
ら
が
参
列
。
本
会
会
長
の
関
谷

博
・
下
関
市
議
会
議
長
も
追
悼
の

列
に
加
わ
り
午
後
２
時
４６
分
、
震

災
の
発
生
時
刻
に
あ
わ
せ
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
た
。

追
悼
式
で
は
黙
祷
の
の
ち
、
安

倍
総
理
が
式
辞
を
述
べ
た
。
続
い

て
天
皇
陛
下
か
ら
、
お
こ
と
ば
を

賜
っ
た
�
陛
下
の
お
こ
と
ば
と
総

理
の
式
辞
は
全
文
を
２
面
掲
載
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
最

高
裁
判
所
長
官
か
ら
追
悼
の
辞
、

御
遺
族
代
表
の
こ
と
ば
が
、
そ
れみ

ぞ
れ
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
御

た
ま霊
へ
捧
げ
ら
れ
た
の
ち
、
参
列
者

に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た
。

追
悼
式
は
、
震
災
の
被
害
範
囲

が
広
範
に
及
び
、
極
め
て
多
数
の

犠
牲
者
を
出
す
と
と
も
に
、
国
民

生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
未

曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
か

み
た
ま

ら
、
国
と
し
て
犠
牲
者
の
御
霊
を

慰
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も

の
。
追
悼
式
の
実
行
委
員
長
は
安

倍
総
理
が
務
め
、
震
災
発
生
日
に

あ
わ
せ
準
備
を
進
め
て
き
た
。

政
府
は
１
月
２２
日
、
２
周
年
追

悼
式
の
実
施
を
閣
議
決
定
。
２
月

２６
日
に
は
追
悼
式
当
日
の
弔
意
表

明
を
閣
議
決
定
し
、
各
府
省
は
も

と
よ
り
各
公
署
、
学
校
、
会
社
そ

の
他
一
般
に
対
し
、
弔
旗
を
掲
揚

す
る
よ
う
要
請
し
た
。
国
民
に
対

し
て
は
震
災
発
生
時
刻
の
午
後
２

時
４６
分
、
黙
祷
を
捧
げ
る
よ
う
要

請
。
当
日
は
東
北
各
地
で
も
追
悼

式
が
営
ま
れ
、
東
京
の
会
場
と
と

も
に
犠
牲
者
へ
鎮
魂
の
祈
り
が
捧

げ
ら
れ
た
。

地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
設
置
し

新
第
３
次
一
括
法
案
を
国
会
提
出

政
府
は
３
月
８
日
、
内
閣
総
理

大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
地
方
分

権
改
革
推
進
本
部
」
の
設
置
を
閣

議
決
定
す
る
と
と
も
に
、
第
１
回

会
合
を
院
内
で
開
催
し
た
。
同
本

部
の
構
成
員
に
は
全
閣
僚
を
充
当

す
る
こ
と
と
し
、
民
主
党
政
権
時

代
に
設
置
さ
れ
て
い
た
地
域
主
権

戦
略
会
議
は
廃
止
さ
れ
た
。

第
１
回
会
合
で
議
題
に
上
っ
た

案
件
は
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

第
４
次
見
直
し
。
こ
れ
ま
で
に
政

府
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員

会
の
勧
告
に
基
づ
き
見
直
し
を
進

め
、
第
１
次
と
第
２
次
の
一
括
法

を
成
立
さ
せ
て
い
る
が
、
第
３
次

見
直
し
分
２
９
１
条
項
を
内
容
と

す
る
「
第
３
次
一
括
法
案
」
は
昨

年
の
解
散
総
選
挙
に
よ
り
廃
案
と

な
っ
て
い
た
。
政
府
で
は
第
３
次

見
直
し
分
と
あ
わ
せ
、
４８
項
目
を

対
象
と
す
る
第
４
次
見
直
し
分
を

「
新
第
３
次
一
括
法
案
」
と
し
て

４
月
の
上
中
旬
ま
で
に
閣
議
決
定

し
、
国
会
提
出
を
目
指
す
構
え
。

お
知
ら
せ

本
紙
３
月
２５
日
付
第
１

８
６
３
号
は
、
第
１
８
６

４
号
と
併
せ
、
４
月
５
日

付
第
１
８
６
３
・
６
４
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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本
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
２

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
こ

に
一
同
と
と
も
に
、
震
災
に
よ
り

か
け
が
え
の
な
い
命
を
失
わ
れ
た

多
く
の
人
々
と
そ
の
遺
族
に
対

し
、
改
め
て
深
く
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

２
年
前
の
今
日
、
東
日
本
を
襲

っ
た
巨
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
大

津
波
に
よ
り
、
２
万
人
を
超
す
死

者
、
行
方
不
明
者
が
生
じ
ま
し

た
。震

災
後
に
訪
れ
た
被
災
地
で

は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
人
々
が
築

い
て
き
た
ふ
る
さ
と
が
痛
々
し
く

破
壊
さ
れ
て
お
り
、
被
災
者
の
悲

し
み
は
い
か
ば
か
り
か
と
察
せ
ら

れ
ま
し
た
。

一
方
、
こ
の
厳
し
い
状
況
の

中
、
被
災
地
で
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
避
難
の
地
で
、
気
丈
に
困
難

に
耐
え
、
日
々
生
活
し
て
い
る
被

災
者
の
姿
に
は
、
常
に
深
く
心
を

打
た
れ
、
こ
の
人
々
の
こ
と
を
、

私
ど
も
は
こ
れ
か
ら
も
常
に
見
守

り
、
こ
の
苦
し
み
を
、
少
し
で
も

分
か
ち
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。こ

の
度
の
大
震
災
に
際
し
て
、

厳
し
い
環
境
の
下
、
専
心
救
援
活

動
に
当
た
っ
た
自
衛
隊
、
警
察
、

消
防
、
海
上
保
安
庁
を
は
じ
め
と

す
る
国
や
地
方
自
治
体
関
係
者
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て

原
発
事
故
の
対
応
に
当
た
っ
た
関

係
者
の
献
身
的
な
努
力
に
対
し
、

改
め
て
深
く
ね
ぎ
ら
い
た
く
思
い

ま
す
。

諸
外
国
か
ら
も
実
に
多
く
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

物
資
や
義
援
金
が
送
ら
れ
、
ま

た
、
救
援
の
人
々
も
多
数
来
日

し
、
日
本
の
救
援
活
動
を
助
け
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
日
外
国
大
使
な
ど
日

本
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
を
は
じ

め
、
災
害
発
生
後
の
日
本
を
訪
れ

る
多
く
の
外
国
人
が
、
被
災
地
に

赴
き
、
被
災
者
を
励
ま
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

こ
の
度
の
津
波
災
害
に
お
い

て
、
私
ど
も
は
災
害
に
関
し
、
日

頃
の
避
難
訓
練
と
津
波
防
災
教
育

が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
学
び

ま
し
た
。

こ
の
教
訓
を
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
育
つ
世
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
い

ま
す
。

今
後
と
も
施
設
面
の
充
実
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
過
去
の
災

害
の
記
憶
の
継
承
、
日
頃
か
ら
の

訓
練
と
教
育
な
ど
に
よ
り
、
今
後

災
害
の
危
険
か
ら
少
し
で
も
多
く

の
人
々
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

危
険
な
業
務
に
携
わ
る
人
々

も
、
こ
の
度
の
経
験
を
生
か
し
、

身
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に

工
夫
と
訓
練
を
重
ね
て
い
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

今
な
お
、
多
く
の
苦
難
を
背
負

う
被
災
地
に
思
い
を
寄
せ
る
と
と

も
に
、
被
災
者
一
人
び
と
り
の
上

に
、
１
日
も
早
く
安
ら
か
な
日
々

の
戻
る
こ
と
を
一
同
と
と
も
に
願

み
た
ま

い
、
御
霊
へ
の
追
悼
の
こ
と
ば
と

い
た
し
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
東
日
本
大

震
災
２
周
年
追
悼
式
を
挙
行
す
る

に
当
た
り
、
政
府
を
代
表
し
て
、

謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
命
が

失
わ
れ
、
東
北
地
方
を
中
心
と
す

る
我
が
国
の
国
土
に
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災

の
発
生
か
ら
、
２
年
の
歳
月
が
経

ち
ま
し
た
。

こ
の
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
無
念
さ
と
、
最
愛
の
方

を
失
わ
れ
た
御
遺
族
の
皆
様
の
深

い
悲
し
み
に
思
い
を
致
し
ま
す

と
、
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、

哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
こ

に
改
め
て
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意

を
捧
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
な
お
行

方
の
分
か
ら
な
い
方
々
の
御
家
族

を
始
め
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方

々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

被
災
地
を
始
め
全
国
各
地
で

は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
方
々
が
不

自
由
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
原
発
事
故
の
た
め
に
い
ま
だ

故
郷
に
戻
れ
な
い
方
々
も
数
多
く

お
ら
れ
ま
す
。
今
を
懸
命
に
生
き

る
人
々
に
、
復
興
を
加
速
す
る
こ

と
で
応
え
る
こ
と
が
、
天
国
で
私

た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
犠
牲
者
の

み
た
ま

御
霊
に
報
い
る
途
で
も
あ
る
は
ず

で
す
。

持
て
る
力
の
全
て
を
注
ぎ
、
被

災
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
１
日

も
早
い
被
災
地
の
復
興
、
被
災
者

の
生
活
再
建
を
成
し
遂
げ
る
と
と

も
に
、
今
般
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

我
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
災
害
に

強
い
強
靭
な
国
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
、
こ
こ
に
固
く
お
誓

い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
震
災
で
は
、
助
け
合
い
の

力
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
の
御
努
力
、
関
係
機

関
の
尽
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
支
援
の
手

が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
本
日
こ
こ
に
御
列
席
の
世
界

各
国
・
各
地
域
の
皆
様
か
ら
も
、

多
く
の
、
温
か
く
、
心
強
い
御
支

援
を
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
感

謝
の
意
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

我
が
国
の
先
人
た
ち
は
、
幾
多

の
困
難
を
克
服
し
、
そ
の
度
に
、

よ
り
逞
し
く
立
ち
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
今
日
を
生
き
る
私
た
ち

も
、
そ
れ
に
倣
い
、
手
を
携
え

て
、
前
を
向
い
て
歩
ん
で
い
く
こ

と
を
改
め
て
お
誓
い
い
た
し
ま

す
。み
た
ま

御
霊
の
永
遠
に
安
ら
か
な
ら
ん

こ
と
を
改
め
て
お
祈
り
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
御
遺
族
の
皆
様
の

御
平
安
を
心
か
ら
祈
念
し
、
私
の

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
動
き

（
復
興
庁
ま
と
め
「
復
興
の
現
状
と
取
組
（
平
成
２５
年
１
月
１０
日
）
」
か
ら
）

【
平
成
２３
年
】

３
月
１１
日

東
日
本
大
震
災
発
災

○
緊
急
災
害
対
策
本
部
発
足

↓
応
急
対
策
を
開
始
。
自
衛
隊
等
に
よ
る
救
出
総
数
２
万
７
千
人

３
月
１７
日

被
災
者
生
活
支
援
特
別
対
策
本
部
（
支
援
チ
ー
ム
）
設
置

○
物
資
調
達
、
避
難
所
支
援
等
を
本
格
化
。
（
※
事
務
局
は
２０
日
に
発
足
）

５
月
２
日

東
日
本
大
震
災
財
特
法
成
立

第
１
次
補
正
予
算
成
立
（
復
興
経
費
４
兆
１
５
３
億
円
）

○
仮
設
住
宅
、
ガ
レ
キ
処
理
、
復
旧
事
業
、
災
害
関
連
融
資
等

６
月
２４
日

復
興
基
本
法
施
行

○
基
本
理
念
、
国
と
自
治
体
の
責
務
、
復
興
財
源
の
確
保
（
復
興
債
・
償
還

の
道
筋
）
、
復
興
特
区
、
復
興
対
策
本
部
（
同
日
発
足
）
、
復
興
庁

６
月
２５
日

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
「
復
興
へ
の
提
言
」
提
出

６
月
２８
日

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
（
第
１
回
）
開
催

７
月
２５
日

第
２
次
補
正
予
算
成
立
（
復
興
経
費
１
兆
９
１
０
６
億
円
）

○
原
子
力
損
害
賠
償
、
二
重
債
務
問
題
対
策
等

７
月
２９
日

「
復
興
基
本
方
針
」
策
定

○
復
興
期
間
、
事
業
規
模
、
復
興
財
源
、
施
策
の
方
向
性

８
月
５
日

原
発
避
難
者
特
例
法
成
立

８
月
２７
日

原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
復
興
再
生
協
議
会
（
第
１
回
）
開
催

１１
月
２１
日

第
３
次
補
正
予
算
成
立
（
復
興
経
費
９
兆
２
４
３
８
億
円
）

○
復
興
交
付
金
、
除
染
、
全
国
防
災
、
立
地
補
助
金
、
産
業
復
興
等

１１
月
３０
日

復
興
財
源
確
保
法
成
立

１２
月
７
日

復
興
特
別
区
域
法
成
立

１２
月
９
日

復
興
庁
設
置
法
成
立

【
平
成
２４
年
】

２
月
９
日

復
興
推
進
計
画
第
１
号
認
定
（
岩
手
、
宮
城
）

２
月
１０
日

復
興
庁
開
庁

３
月
２
日

復
興
交
付
金
の
交
付
可
能
額
通
知
（
第
１
回
目
）

３
月
１９
日

復
興
推
進
委
員
会
（
第
１
回
）
開
催

３
月
３０
日

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
成
立

４
月
５
日

平
成
２４
年
度
予
算
成
立
（
復
興
経
費
３
兆
７
７
５
４
億
円
）

４
月
６
日

平
成
２４
年
度
復
興
庁
一
括
計
上
予
算
の
配
分
（
箇
所
付
け
）
に
つ
い
て
公
表

（
２
７
７
９
億
円
）

６
月
２１
日

子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
成
立

７
月
１３
日

福
島
復
興
再
生
基
本
方
針
閣
議
決
定

９
月
２８
日

復
興
推
進
委
員
会
平
成
２４
年
度
中
間
報
告

１１
月
２２
日

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状
況
に
関
す
る
国
会
報
告

天天
皇皇
陛陛
下下
のの
おお
ここ
とと
ばば

東
日
本
大
震
災
２
周
年
追
悼
式

安安
倍倍
総総
理理
のの
式式
辞辞

東
日
本
大
震
災
２
周
年
追
悼
式

第１８６２号 平成２５年３月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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120

60

0
0 10 20 30 40 50

過去の地震活動と中越地震の余震活動

（
積
算
発
生
回
数
）

（M4.0 位上、気象庁調べ）

（本震からの経過日数）

新潟日報（平成17年１月23日）

2004年中越地震（M6.8）

1945年三河地震（6.8M）

1943年鳥取地震（M7.2）

1995年阪神大震災（M7.3）

2000年鳥取県西部地震（M7.3）

2003年宮城県北部地震（M6.4）

7
5強
5強
5強
6強
6強
5弱
5強
5弱
6弱
5弱
5強
5弱
5強
6弱
5強
5強
5弱
5弱

6.8
5.3
6.3
5.7
6.0
6.5
5.1
5.3
5.3
5.7
4.4
5.0
5.3
5.8
6.1
5.2
5.9
5.3
5.0

17：56
17：59
18：03
18：07
18：11
18：34
18：36
18：57
19：36
19：45
19：48
14：21
0：28
6：04
10：40
8：57
11：15
3：43
18：30

10月23日

10月24日

10月25日

10月27日
11月  4日
11月  8日
11月10日
12月28日

13
16
9
15
12
14
7
8
11
12
14
11
10
15
12
18
ごく浅い
5
8

震源時
マグニチュード

震源の深さ
（km） 最大震度月日 時分

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長
�
小
林
茂
裕
・
福
山
市

議
会
議
長
）
が
２
月
１５
日
に
開
催
し
た
第
９７
回
総
会
�
本

紙
第
１
８
６
１
号
３
面
掲
載
�
で
は
、
酒
井
正
春
・
長
岡

市
議
会
議
長
に
よ
る
講
演
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
前

号
の
会
議
概
要
に
続
き
今
号
で
は
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま

す
。
演
題
は
「
新
潟
県
中
越
大
地
震

被
災
地
・
長
岡
市

議
会
の
経
験
か
ら
」
。
同
研
究
会
で
は
平
成
２４
・
２５
年
度

の
研
究
テ
ー
マ
を
「
都
市
に
お
け
る
災
害
対
策
と
議
会
の

役
割
」
に
設
定
し
て
お
り
、
酒
井
議
長
の
講
演
も
参
考
に

し
つ
つ
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

ママ
ググ
ニニ
チチ
ュュ
ーー
ドド
６６
・・
８８

中
越
大
地
震
は
平
成
１６
年
１０
月

２３
日
の
午
後
５
時
５６
分
、
中
越
地

方
の
深
さ
約
１３
�
の
地
点
で
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
は
６
・
８
。
震
度
は
、
合
併
前

の
長
岡
市
で
６
弱
、
の
ち
に
合
併

す
る
川
口
町
で
は
震
度
計
に
よ
る

観
測
が
我
が
国
で
始
ま
っ
て
以

来
、
初
め
て
７
を
観
測
す
る
ほ
ど

の
大
き
な
地
震
で
し
た
。

中
越
大
地
震
は
、
７
年
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
同

様
、
直
下
型
地
震
で
し
た
。
し
か

し
、
建
物
の
被
害
が
中
心
で
あ
っ

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
大
き
く

異
な
り
、
中
越
大
地
震
は
崖
崩
れ

や
宅
地
・
農
地
の
崩
落
な
ど
、
地

盤
そ
の
も
の
が
破
壊
さ
れ
る
地
盤

災
害
で
あ
り
ま
し
た
。

我
々
が
危
機
管
理
を
考
え
る

際
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
列
島
の
特

質
を
考
え
た
場
合
、
大
き
く
分
類

し
て
３
つ
の
形
に
分
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
阪
神

・
淡
路
は
「
都
市
型
」
の
大
震
災

で
し
た
。
中
越
は
「
中
山
間
地
」

の
大
震
災
で
し
た
。
そ
し
て
平
成

２３
年
３
月
の
東
日
本
は
「
海
岸
」

で
起
き
た
大
震
災
で
し
た
。

地
震
は
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分

か
ら
な
い
う
え
、
長
岡
市
の
場
合

は
雪
国
で
あ
る
た
め
、
夏
の
季
節

と
大
量
の
雪
に
囲
ま
れ
る
冬
の
季

節
と
で
は
、
被
害
状
況
が
大
き
く

異
な
っ
て
き
ま
す
。
時
間
帯
も
、

朝
と
昼
、
ま
た
は
夜
で
は
状
況
が

変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地
震

は
、
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
襲
っ

て
く
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
対
応
が
必

要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
越
大
地
震
で
は
余
震

も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
震
度
５

弱
以
上
の
余
震
回
数
は
本
震
が
発

生
し
た
２３
日
だ
け
で
も
、
１０
回
に

及
ん
で
い
ま
す
。
本
震
が
発
生
し

て
か
ら
２
時
間
が
経
過
す
る
ま
で

で
も
、
震
度
６
弱
以
上
の
強
い
余

震
が
３
回
も
発
生
し
、
２７
日
に
も

震
度
６
弱
の
余
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
４
以
上
の

余
震
活
動
の
状
況
を
み
る
と
、
中

越
の
余
震
は
阪
神
・
淡
路
の
約
２

倍
に
上
っ
て
お
り
ま
す
。

立
て
続
け
に
発
生
し
た
強
い
揺

れ
に
よ
り
、
長
岡
市
で
は
多
数
の

住
宅
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
住
民
は
混
乱
の
な
か
、
被
害

状
況
が
判
断
で
き
ず
に
恐
怖
と
不

安
で
避
難
所
へ
自
主
避
難
を
開
始

す
る
状
況
で
し
た
。

復復
旧旧
・・
復復
興興
にに
議議
会会
もも
関関
与与

地
震
が
発
生
し
た
直
後
の
午
後

６
時
３０
分
、
長
岡
市
で
は
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
役
所
の
建
物
自
体
に
停
電

や
破
損
、
天
井
か
ら
の
水
漏
れ
な

ど
が
あ
っ
た
た
め
、
６
時
４０
分
に

は
対
策
本
部
を
市
役
所
か
ら
４
０

０
�
ほ
ど
離
れ
た
消
防
本
部
へ
移

動
さ
せ
ま
し
た
。
地
震
発
生
か
ら

約
３
時
間
後
の
９
時
４０
分
、
市
役

所
が
停
電
か
ら
回
復
し
水
漏
れ
が

止
ま
っ
た
た
め
、
再
び
対
策
本
部

を
市
役
所
本
庁
舎
へ
移
動
さ
せ
ま

し
た
。
以
降
、
対
策
本
部
は
市
役

所
に
固
定
し
、
対
応
に
当
た
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
対
策
本
部
に
は

議
長
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出

席
し
、
必
ず
議
会
と
し
て
の
立
場

を
表
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

復
興
計
画
の
策
定
で
は
、
１７
年

１
月
に
庁
内
会
議
が
始
ま
り
、
３

月
に
有
識
者
を
交
え
た
復
興
委
員

会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
議
会

で
の
審
議
、
学
会
等
の
提
言
、
市

民
・
地
域
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

地
震
発
生
か
ら
約
１０
か
月
後
の
８

月
、
復
興
計
画
を
策
定
さ
せ
ま
し

た
。
議
会
で
は
１７
年
５
月
、
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
「
災

害
復
興
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
３
度
に
わ
た
る
復
興
計
画

案
の
審
議
、
２
度
に
わ
た
る
被
災

地
の
現
地
視
察
を
実
施
し
、
復
興

計
画
へ
の
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

被被
災災
地地
・・
長長
岡岡
市市
議議
会会
のの
経経
験験
かか
らら

新 潟 県
中越大地震

酒
井
正
春
・
長
岡
市
議
会
議
長

復旧・復興までの道のりを語った

都市研総会
講演の要旨

（３） 平成２５年３月１５日 第１８６２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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第１章　市議会
第２章　福祉・医療・介護
（第２章　高齢者）
（第２章　障がい者）
（第２章　児童・青少年・家庭）
（第２章　その他）
第３章　民間活力導入
第４章　雇用・労働
第５章　男女共同参画
第６章　教育
第７章　文化・歴史・スポーツ
第８章　協働・市民活動
第９章　広報・公聴・情報化
第10章　環境
（第10章　廃棄物）
（第10章　自然その他）
第11章　産業・観光・交流
第12章　安全・防災
第13章　交通・運輸
第14章　行財政改革・事務改善
第15章　まちづくり構想
第16章　その他

23件　
175件　
(38件)
(36件)
(88件)
(13件)
18件　
6件　
5件　

117件　
77件　
104件　
12件　
99件　
(67件)
(32件)
289件　
41件　
56件　
42件　
64件　
36件　

1,164件　

2.0％

施策分野16章
（小項目６項目） 分　野 比　率

15.0％
3.3％
3.1％
7.6％

1.1％
1.5％
0.5％
4.0％

10.1％
6.6％
8.9％

1.0％
8.5％

5.8％
2.7％

24.8％
3.5％
4.8％
3.6％
5.5％
3.1％

２３年度

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色

ああ
るる
施施
策策
集集
概概
要要

２４年度分野別閲覧件数の推移

本
会
は
２
月
８
日
、
最
新
の
「
市
議
会
施
策
シ
ス
テ
ム
閲
覧
状
況
調
査
結
果
」
を
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
公
開
し
た
。
調
査
の
対
象
期
間
は
平
成
２３
年
９
月
３０
日
を
起
点
と
し
２５
年
１
月
３１
日
ま
で
。
本
会
で

は
２３
年
９
月
３０
日
に
刊
行
し
た
「
平
成
２３
年
度
版
全
国
都
市
の
特
色
あ
る
施
策
集
」
を
Ｈ
Ｐ
上
で
も
公
開

し
て
お
り
、
月
に
１
度
の
頻
度
で
閲
覧
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
資
料
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

本
紙
で
は
資
料
を
も
と
に
、
各
市
議
会
の
施
策
に
対
す
る
興
味
の
傾
向
な
ど
を
掲
載
。
本
紙
１
８
５
４

号
（
１２
月
２５
日
号
）
で
は
１２
月
１０
日
公
開
の
調
査
結
果
の
概
要
を
掲
載
し
た
。
同
号
で
は
直
近
だ
っ
た
１１

月
中
の
１
か
月
間
で
閲
覧
件
数
が
最
多
の
「
産
業
・
観
光
・
交
流
」
分
野
に
焦
点
を
あ
て
紹
介
し
た
。
調

査
の
結
果
、
２５
年
１
月
の
閲
覧
件
数
で
も
、
同
分
野
が
引
き
続
き
最
多
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
今
号
で
は
同
分
野
に
次
い
で
閲
覧
件
数
が
多
く
、
各
市
議
会
の
関
心
が
高
か
っ
た
「
福
祉
・
医

療
・
介
護
」
分
野
を
中
心
に
、
２
月
８
日
付
で
公
表
さ
れ
た
調
査
結
果
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

２２４４
年年
度度
４４
月月
かか
らら
２２５５
年年
１１
月月

分分
野野
別別
閲閲
覧覧
件件
数数
のの
推推
移移

平
成
２４
年
度
分
野
別
閲
覧
件
数

の
推
移
を
見
る
と
、
２５
年
１
月
３１

日
時
点
で
全
１６
分
野
の
合
計
閲
覧

件
数
は
４
万
６
８
１
０
件
。
２３
年

度
の
閲
覧
件
数
と
合
計
す
る
と
総

閲
覧
件
数
は
７
万
９
９
９
３
件
に

達
す
る
。

２４
年
度
中
で
閲
覧
数
が
最
多
の

月

は
６
月

が
７
３
０
３
件

と

最

多
。
次

い

で
７
月

が
７
０
０
９

件
、
５
月

が
６
５
１
７
件

と

続

く
。
な
お
、
直
近
の
１
月
で
は
３

４
９
６
件
と
な
っ
て
い
る
。

１６
分
野
の
う
ち
、
２４
年
度
中
で

各
市
議
会
か
ら
の
閲
覧
数
が
最
も

多
か
っ
た
分
野
は
「
産
業
・
観
光

・
交
流
」
分
野
で
１
万
１
２
１
２

件
。
次
い
で
「
福
祉
・
医
療
・
介

護
」
分
野
が
７
３
７
６
件
、
「
教

育
」
分

野

が
４
６
０
２
件

と

続

く
。

上
位
３
分
野
は
２４
年
度
の
各
月

を
通
し
て
閲
覧
数
が
多
く
、
調
査

か
ら
直
近
の
２５
年
１
月
で
も
「
産

業
・
観
光
・
交
流
」
分
野
が
８
８

５
件
、
次
い
で
「
福
祉
・
医
療
・

介
護
」
分
野
が
６
０
４
件
、
「
教

育
」
分
野
が
３
２
８
件
と
続
く
結

果
と
な
っ
た
。

施
策
集
で
は
平
成
２２
年
４
月
１

日
現
在
の
全
８
０
９
市
を
対
象
と

し
て
、
２２
年
８
月
か
ら
同
年
１１
月

に
寄
稿
い
た
だ
い
た
各
市
の
施
策

を
掲
載
し
て
い
る
。
掲
載
都
市
数

は
４
９
７
都
市
。
掲
載
施
策
は
１

１
６
４
件
。
▽
市
議
会
▽
福
祉
・

医
療
・
介
護
▽
民
間
活
力
導
入
▽

雇
用
・
労
働
―
な
ど
１６
分
野
に
分

類
し
掲
載
さ
れ
て
い
る
各
市
の
施

策
は
、
ど
れ
も
特
色
あ
る
も
の
ば

か
り
。

分
野
別
の
掲
載
数
で
は
「
産
業

・
観
光
・
交
流
」
分
野
が
２
８
９

件
掲
載
さ
れ
て
お
り
最
多
と
な
っ

て
い
る
。
次
い
で
「
福
祉
・
医
療

・
介
護
」
分
野
で
１
７
５
件
、「
教

育
」
分
野
で
１
１
７
件
と
掲
載
数

が
続
く
。
こ
れ
ら
掲
載
数
上
位
３

分
野
で
全
施
策
の
う
ち
４９
・
９
％

を
占
め
、
半
数
近
く
の
掲
載
数
に

達
す
る
。
施
策
集
の
刊
行
日
、
市

議
会
施
策
シ
ス
テ
ム
公
開
日
と
も

に
２３
年
９
月
３０
日
。

掲載施策の分野別件数と比率

比率

５％

１６％

２６％

９％

４２％

２４％

２％

１％

０％

１０％

５％

８％

１％

９％

２８％

７２％

２４％

４％

４％

４％

６％

３％

１００％

合計

２，２２４

７，３７６

１，９０９

６５１

３，０８０

１，７３６

８４９

３２６

１６６

４，６０２

２，３０５

３，５９４

４３５

４，０７３

１，１４８

２，９２５

１１，２１２

１，８５８

１，９１８

１，８６１

２，７１７

１，２７４

４６，８１０

１月

前月比

４７１％

１３４％

１８７％

７５％

１３８％

１１５％

１１０％

１１３％

５５０％

１２４％

１３１％

１２３％

１００％

１４１％

１５５％

１３７％

２１５％

８５％

１７０％

１３８％

２４８％

９７％

１５８％

閲覧数

２９２

６０４

１７４

４７

２７５

１０８

４６

１８

１１

３２８

２１５

２２５

２５

２７１

７３

１９８

８８５

８８

１１２

１０９

１９６

７１

３，４９６

１２月

前月比

７４％

１５１％

９１％

３７１％

１６１％

１６８％

１１４％

１００％

２２％

２３０％

２２２％

１５６％

１４７％

１６３％

１２１％

１８４％

１４６％

１３０％

１４３％

１９８％

８６％

２２１％

１５２％

閲覧数

６２

４５０

９３

６３

２００

９４

４２

１６

２

２６５

１６４

１８３

２５

１９２

４７

１４５

４１１

１０３

６６

７９

７９

７３

２，２１２

１１月

前月比

４４％

７９％

１１３％

５７％

７２％

６６％

９３％

７６％

３９％

２８％

５８％

４６％

４６％

４２％

５４％

３８％

３９％

８６％

３７％

２８％

５４％

５１％

４７％

閲覧数

８４

２９９

１０２

１７

１２４

５６

３７

１６

９

１１５

７４

１１７

１７

１１８

３９

７９

２８２

７９

４６

４０

９２

３３

１，４５８

１０月

前月比

２２２％

７３％

６８％

９７％

７７％

６７％

７０％

１２４％

３２９％

９１％

６２％

１０７％

１１９％

１２２％

１１４％

１２５％

７５％

９８％

１２２％

１２５％

６５％

６１％

８９％

閲覧数

１９３

３７７

９０

３０

１７２

８５

４０

２１

２３

４１３

１２８

２５６

３７

２８０

７２

２０８

７１５

９２

１２３

１４４

１７０

６５

３，０７７

９月

前月比

４２％

５５％

５５％

３０％

５５％

７１％

４０％

４５％

４４％

７３％

９３％

５０％

５７％

３４％

４１％

３２％

６０％

３３％

６２％

４７％

９７％

６５％

５７％

閲覧数

８７

５１５

１３３

３１

２２４

１２７

５７

１７

７

４５５

２０８

２３９

３１

２２９

６３

１６６

９４８

９４

１０１

１１５

２６１

１０６

３，４７０

８月

前月比

５２％

８４％

９９％

１３３％

７９％

６６％

１２１％

６８％

８４％

８９％

７１％

７４％

９８％

１１１％

８９％

１２０％

９３％

１１１％

６３％

１１５％

６４％

１０３％

８７％

閲覧数

２０７

９３４

２４２

１０５

４０８

１７９

１４１

３８

１６

６２１

２２３

４７５

５４

６７７

１５３

５２４

１，５６８

２８６

１６２

２４５

２７０

１６２

６，０７９

７月

前月比

１３７％

１００％

８４％

６７％

１１９％

１００％

６８％

９５％

６８％

１２６％

１０９％

１２０％

１００％

９９％

１０１％

９８％

８８％

８３％

６５％

７１％

９６％

６７％

９６％

閲覧数

４００

１，１１３

２４５

７９

５１６

２７３

１１７

５６

１９

６９７

３１５

６４３

５５

６０８

１７１

４３７

１，６７８

２５７

２５７

２１３

４２４

１５７

７，００９

６月

前月比

７９％

９１％

７７％

９６％

１０６％

８９％

１８２％

１０４％

９３％

８５％

７８％

１１７％

６０％

１１３％

９０％

１２４％

１５８％

１２６％

１２７％

９２％

１３９％

１０８％

１１２％

閲覧数

２９３

１，１１５

２９２

１１８

４３２

２７３

１７３

５９

２８

５５１

２８８

５３７

５５

６１６

１７０

４４６

１，９０７

３１０

３９３

３０２

４４１

２３５

７，３０３

５月

前月比

１４６％

１６３％

２３８％

３２４％

１２８％

１３２％

９４％

２０４％

１４３％

１２９％

１１６％

１００％

２０９％

１０２％

１０９％

９９％

７５％

８１％

８９％

１１４％

６８％

１４０％

１０５％

閲覧数

３７２

１，２１９

３７９

１２３

４０９

３０８

９５

５７

３０

６５１

３７１

４５９

９２

５４７

１８８

３５９

１，２０７

２４６

３０９

３２７

３１８

２１７

６，５１７

４月

前月比

１５６％

１１９％

８８％

７８％

１５２％

１２２％

１９８％

２１５％

１６２％

１０４％

１６４％

１５４％

１００％

８１％

８６％

７９％

２０４％

２１２％

１６２％

２０８％

１９６％

１６０％

１４８％

閲覧数

２５４

７５０

１５９

３８

３２０

２３３

１０１

２８

２１

５０６

３１９

４６０

４４

５３５

１７２

３６３

１，６１１

３０３

３４９

２８７

４６６

１５５

６，１８９

施策分野１６章
（小項目６項目）

第１章 市議会

第２章 福祉・医療・介護

（第２章 高齢者）

（第２章 障がい者）

（第２章 児童・青少年・家庭）

（第２章 その他）

第３章 民間活力導入

第４章 雇用・労働

第５章 男女共同参画

第６章 教育

第７章 文化・歴史・スポーツ

第８章 協働・市民活動

第９章 広報・公聴・情報化

第１０章 環境

（第１０章 廃棄物）

（第１０章 自然その他）

第１１章 産業・観光・交流

第１２章 安全・防災

第１３章 交通・運輸

第１４章 行財政改革・事務改善

第１５章 まちづくり構想

第１６章 その他

※比率は少数第一位を四捨五入

本会の市議会施策システム

「「産産業業・・観観光光・・交交流流」」がが最最多多
次次いいでで「「福福祉祉・・医医療療・・介介護護」」
閲覧状況の調査結果

第１８６２号 平成２５年３月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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「
福
祉
・
医
療
・
介
護
」
分
野

で
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
・
青
少
年
・
家
庭
、
そ
の
他
の

４
つ
に
分
類
し
、
紹
介
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
１
月
中
の
閲
覧
件

数
が
最
も
多
か
っ
た
施
策
は
▽
高

齢
者
�
救
急
情
報
の
活
用
支
援
事

業
（
港
区
）
▽
障
が
い
者
�
障
害

者
総
合
支
援
（
日
進
市
）
▽
児
童

・
青
少
年
・
家
庭
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
を
活
用
し
た
家
庭
的
保
育
事
業

（
横
浜
市
）
▽
そ
の
他
�
保
健
所

・
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
こ
ど
も
発

達
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
（
豊

橋
市
）
―
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
４
施
策
の
う
ち
、
閲
覧

件
数
が
３４
件
と
最
多
だ
っ
た
港
区

の
「
救
急
情
報
の
活
用
支
援
事

業
」
を
紹
介
す
る
。
同
事
業
は
東

京
消
防
庁
と
連
携
し
、
高
齢
者
な

ど
が
自
宅
で
具
合
が
悪
く
な
り
、

救
急
車
を
呼
ぶ
な
ど
「
も
し
も
」

の
と
き
の
取
組
み
と
し
て
２０
年
度

よ
り
導
入
。
港
区
に
よ
る
と
同
区

が
全
国
初
の
取
組
み
自
治
体
と
い

う
。
同
事
業
で
は
▽
高
齢
者
▽
障

が
い
者
▽
健
康
上
不
安
を
抱
え
て

い
る
人
―
を
対
象
に
、
全
て
の
希

望
者
に
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」
と
呼
ば
れ
る
容
器
を
無
料
で

配
布
。
キ
ッ
ト
の
中
に
は
、
か
か

り
つ
け
医
や
服
薬
内
容
な
ど
、
医

療
情
報
を
保
管
。
キ
ッ
ト
は
駆
け

つ
け
た
救
急
隊
員
が
す
ぐ
に
探
し

出
せ
る
よ
う
、
特
定
の
場
所
に
保

管
す
る
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

同
事
業
で
は
、
キ
ッ
ト
の
保
管

場
所
が
ユ
ニ
ー
ク
。
冷
蔵
庫
で
保

管
す
る
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
冷
蔵
庫
は
台

所
に
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
た
め

だ
。
各
自
が
医
療
情
報
を
１
か
所

に
ま
と
め
た
う
え
、
キ
ッ
ト
を
所

定
の
場
所
に
置
く
こ
と
で
救
急
隊

員
は
医
療
情
報
を
迅
速
、
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
緊
急
医

療
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
消
防
庁
が
２４
年
１０
月
に
発

行
し
た
「
東
京
消
防
庁
統
計
書
」

に
よ
る
と
、
搬
送
人
員
を
年
齢
構

成
別
に
見
る
と
７０
歳
以
上
の
人
が

全
搬
送
人
員
に
占
め
る
割
合
は
３９

・
４
％
。
６５
歳
以
上
で
見
る
と
４５

・
９
％
が
該
当
す
る
。
ま
た
、
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
が
過
去
１０
年
間

の
「
搬
送
人
員
」
、
「
全
搬
送
人

員
」
に
占
め
る
割
合
は
、
「
搬
送

人
員
」
、
「
割
合
」
と
も
に
年
々

増
加
し
て
い
る
。
搬
送
中
の
迅

速
、
的
確
な
医
療
が
必
要
不
可
欠

な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

分野別閲覧上位事業（平成２５年１月）

▼
議
長

▽
桑
名

飯
田
一
美
（
１２
・
２６
）

▽
宇
治

久
保
田
幹
彦
（
１２
・
２７
）

▽
八
千
代

松
井
秀
雄
（
１
・
１６
）

▽
新
宮

辻
本

宏
（
１
・
２３
）

▽
田
原

金
田
信
芳
（
２
・
４
）

▽
小
諸

清
水
清
利
（
２
・
５
）

▽
倉
敷

松
浦
謙
二
（
２
・
５
）

▽
さ
い
た
ま

萩
原
章
弘
（
２
・
６
）

▽
戸
田

榎
本
守
明
（
２
・
６
）

▽
茨
木

山
本
隆
俊
（
２
・
７
）

▽
か
す
み
が
う
ら

鈴
木
良
道
（
２
・
１２
）

▽
御
殿
場

稲
葉
元
也
（
２
・
１５
）

▽
唐
津

熊
本
大
成
（
２
・
１５
）

▽
佐
伯

桝
田
穗
積
（
２
・
１８
）

▽
焼
津

石
田
昭
夫
（
２
・
１９
）

▼
副
議
長

▽
桑
名

平
野
和
一
（
１２
・
２６
）

▽
八
千
代

嵐

芳
隆
（
１
・
１６
）

▽
新
宮

三
栗
章
史
（
１
・
２３
）

▽
田
原

北
野
谷
一
樹
（
２
・
４
）

▽
小
諸

疇
地

稔
（
２
・
５
）

▽
倉
敷

浜
口
祐
次
（
２
・
５
）

▽
茨
木

上
田
嘉
夫
（
２
・
７
）

▽
御
殿
場

菱
川
順
子
（
２
・
１５
）

▽
亀
岡

竹
田
幸
生
（
２
・
１５
）

▽
唐
津

三
浦
重
�
（
２
・
１５
）

▽
焼
津

齋
藤
寛
之
（
２
・
１９
）

福
祉
・
医
療
・
介
護

分
野
で
施
策
を
紹
介

議議
会会
人人
事事

閲覧件数
第１章 市議会

２４
２３
２０

第２章 福祉・医療・介護
高齢者

３４
１８
１７

障がい者
１６
６
５

児童・青少年・家庭
３０
２１
１９
１９

その他
２６
１１
１０
１０

第３章 民間活力導入
７
６
５

第４章 雇用・労働
７
４
３

第５章 男女共同参画
４
２
２
２

第６章 教育
２７
２３
２２

第７章 文化・歴史・スポーツ
４３
４１
２１

第８章 協働・市民活動
３１
１５
１２

第９章 広報・公聴・情報化
４
４
３
３

第１０章 環境
廃棄物

１１
８
６

自然その他
４５
１９
１４

第１１章 産業・観光・交流
４６
４１
３９

第１２章 安全・防災
１５
１３
７

第１３章 交通・運輸
１０
１０
７

第１４章 行財政改革・事務改善
１７
１２
６

第１５章 まちづくり構想
２５
２５
１２

第１６章 その他
９
８
６
６

事業名

議会報告・意見交換会
「市議会報 音声コード版」発行事業
議会基本条例をツールとした政策形成サイクルの構築・運用

救急情報の活用支援事業
小樽・北しりべし成年後見センターの設置
地域認知症ケアコミュニティ推進事業

障害者総合支援
吹田市立こども支援交流センター（キッズほうぷ）通園療育・地域療育支援事業
障がい者チャレンジ雇用推進事業

ＮＰＯ法人等を活用した家庭的保育事業
子どもの成長に応じた相談支援機能の充実（児童相談センターの設置）
幼保一元化事業
こどもの参画推進事業

保健所・保健センター及びこども発達センター管理運営事業
大牟田市災害時等要援護者支援制度（ご近所支え合いネット）
生活保護自立支援プログラム
介護人材確保・定着対策事業

学校給食施設更新事業
指定管理者の選定方法に新たな方式（更新制）を導入
府中市市民会館・中央図書館複合施設整備事業

若年者就業支援事業「マイチャレンジたちかわ」
野田市公契約条例の制定
就職・職業に悩みを持つ若者の保護者対象相談会・臨床心理士によるカウンセリング

宜野湾市男女共同参画都市宣言事業
文京区長及び副区長の出産、育児及び介護の期間中の公務に関する条例制定等による男性の育児参加推進

吉川市配偶者暴力相談支援センター
鳴門市女性支援センター「ぱぁとなー」開設によるＤＶ被害者支援

学びの学校づくり
フィードバック学習方式
動物園

戸吹総合スポーツ公園施設整備
さいたま市大宮盆裁美術館
特別史跡五稜郭跡復元整備事業

市民まちづくり活動促進総合事業
地域区民ひろばの推進
まちづくり協議会事業

あらかわ区報Ｊｒ．
オープンシステムへの移行 ～時代はクラウドへ～
津市市民便利帳の発刊について
伺います係（広聴活動）

三者協働によるごみ減量
ワークブック「ごみとわたしたちのくらし」を活用したごみ分別減量教育
三笠市バイオマスタウン構想 食品残さ堆肥化事業

みんなで創るみんなの北山公園
生物多様性ながれやま戦略の策定
新・省エネルギー推進事業

「さっぽろスイーツカフェ」運営費補助事業
白米千枚田観光景観保全事業
八幡平市住宅リフォーム支援事業

千歳市防災学習交流施設事業
ＬＥＤ防犯灯事業
あんしんＡＥＤステーション２４設置事業

札幌駅前通地下歩行空間整備事業
階層的公共交通ネットワークの構築
宮バス・宮タク

塩竈市スポーツ施設命名権募集事業
全職員手のひら静脈認証システム導入
公用車リストラクチャリング事業

環境と産業が両立するまちづくり～環境モデル都市の取組み～
表参道整備事業
国東市まちづくり公募補助金

食育推進事業
弘前大学との地域づくり連携事業
「阿久悠・愛と希望の鐘」の建立
地産地消推進事業

都市名

小樽市
山形市
会津若松市

港区
小樽市
大牟田市

日進市
吹田市
いわき市

横浜市
伊勢原市
稚内市
鳥羽市

豊橋市
大牟田市
釧路市
浜田市

狭山市
倉敷市
府中市

立川市
野田市
上田市

宜野湾市
文京区
吉川市
鳴門市

犬山市
板橋区
釧路市

八王子市
さいたま市
函館市

札幌市
豊島区
八女市

荒川区
大和高田市
津市
松江市

筑紫野市
筑後市
三笠市

東村山市
流山市
稚内市

札幌市
輪島市
八幡平市

千歳市
柏原市
三島市

札幌市
関市
富士宮市

塩竈市
羽島市
大和郡山市

帯広市
成田市
国東市

三島市
弘前市
洲本市
防府市

都道府県

北海道
山形県
福島県

東京都
北海道
福岡県

愛知県
大阪府
福島県

神奈川県
神奈川県
北海道
千葉県

愛知県
福岡県
北海道
島根県

埼玉県
岡山県
東京都

東京都
千葉県
長野県

沖縄県
東京都
埼玉県
徳島県

愛知県
東京都
北海道

東京都
埼玉県
北海道

北海道
東京都
福岡県

東京都
奈良県
三重県
島根県

福岡県
福岡県
北海道

東京都
千葉県
北海道

北海道
石川県
岩手県

北海道
大阪府
静岡県

北海道
岐阜県
静岡県

宮城県
岐阜県
奈良県

北海道
千葉県
大分県

静岡県
青森県
兵庫県
山口県

分野

（５） 平成２５年３月１５日 第１８６２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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「
上
」
の
表
を
み
る
と
意
見
書

が
最
も
多
く
採
択
さ
れ
た
案
件
は

「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
実
用

化
」
。
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
１
つ
と
し
て
「
メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
」
が
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
平
成
２３
年
３
月
発
生
の
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
を
契
機
に
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
源
の
う
ち
、
原
子
力
へ

の
依
存
度
を
低
下
さ
せ
る
取
り
組

み
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
本
紙
は
、
平
成
２４
年
１２
月
定
例
会
の
「
意
見
書
・
決
議

の
議
決
状
況
」
を
ま
と
め
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
取
り
ま
と
め

た
表
を
６
面
と
７
面
へ
分
割
し
た
う
え
で
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表

に
つ
い
て
分
析
す
る
。
な
お
、
集
計
に
用
い
た
デ
ー
タ
は
本
会
へ
任

意
で
寄
せ
ら
れ
た
も
の
。
全
市
議
会
の
「
意
見
書
・
決
議
」
を
網
羅

し
た
調
査
結
果
で
な
い
こ
と
を
予
め
、
お
断
り
し
て
お
く
。

「
燃
え
る
氷
」
と
も
呼
ば
れ
る

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
。
「
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
資
源
開
発
研
究

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
試
算
に
よ

れ
ば
、
我
が
国
近
海
に
は
天
然
ガ

ス
の
消
費
量
に
換
算
す
る
と
、
国

内
消
費
量
の
１
０
０
年
分
に
相
当

す
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
埋

蔵
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
平
成

１４
年
３
月
、
当
時
の
石
油
公
団

（
現
在
�
独
立
行
政
法
人

石
油

天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機

構
）
な
ど
３
団
体
が
連
携
し
発
足

さ
せ
た
。
１３
年
７
月
に
経
済
産
業

省
が
発
表
し
た
「
我
が
国
に
お
け

る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開
発
計

画
」
に
基
づ
き
、
段
階
的
な
目
標

を
定
め
て
開
発
を
進
め
て
い
る
。

同
計
画
で
は
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
を
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

と
位
置
付
け
、
経
済
的
な
掘
削
・

生
産
回
収
に
向
け
た
技
術
開
発
を

推
進
す
る
た
め
、
６
項
目
の
目
標

を
提
示
し
た
。
平
成
３０
年
度
ま
で

の
１８
年
間
で
�
日
本
周
辺
海
域
の

賦
存
状
況
と
特
性
の
明
確
化
�
有

望
海
域
の
メ
タ
ン
ガ
ス
賦
存
量
推

定
�
経
済
性
の
検
討
�
海
洋
産
出

試
験
の
実
施
―
な
ど
を
達
成
す
る

と
し
て
い
る
。

６
項
目
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
同
計
画
で
は
期
間
を
３
段
階

に
区
分
。
２０
年
度
ま
で
を
フ
ェ
ー

ズ
１
と
し
目
標
の
う
ち
�
か
ら
�

を
、
２７
年
度
ま
で
を
フ
ェ
ー
ズ
２

と
し
目
標
�
を
、
そ
れ
ぞ
れ
扱
う

こ
と
と
し
た
。
フ
ェ
ー
ズ
１
で
は

２０
年
３
月
、
世
界
で
初
め
て
減
圧

法
に
よ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
の
連
続
生

産
に
成
功
。
井
戸
を
掘
り
資
源
を

回
収
す
る
減
圧
法
は
生
産
手
法
の

有
力
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

我
が
国
が
保
有
す
る
技
術
水
準
の

高
さ
を
誇
る
快
挙
と
い
え
る
。

現
在
は
フ
ェ
ー
ズ
２
に
入
り
、

【
７
面
へ
続
く
】

議会
１２月定例会意見書・決議の議決状況（上） （２４．１１．１～１２．３１）

決 議

【 １】
１

―
―

【 ６】
―

６
【 １】

―

―
―

―

―
―
―

―
―
１

【 ７】
―

―

６

１
【 ０】

―

―
―

【 ２】
―
１

―

―

―

―
―
１

【 １７】
【 ５８】

【 ２３】
７

４
１２

【 ８】
３

５
【 １３３】

３１

１９
１８

１７

８
５
４

４
４
２３

【 ４２】
２４

７

―

１１
【 １６】

７

５
４

【 １０７】
３３
２２

１４

１３

１１

４
４
６

【 ３２９】
【 ５９２】

意見書

【税・財政】
○復興予算の使い方を見直し、被災地の防災
・減災、被災者及び被災中小企業への支援
強化
○自動車諸税の抜本的見直し
○その他
【地方行政・議会・選挙】
○住民の安全・安心を支える公務・公共サー
ビスの体制・機能の充実
○その他
【医療・保健衛生】
○患者数が特に少ない希少疾病用医薬品（ウ
ルトラ・オーファンドラッグ）の開発促進
・支援のための法整備等
○介護職員処遇改善加算の継続、拡充
○医師・看護師・介護職員の労働条件・環境
改善による安全・安心の医療・介護の実現
○妊婦健診及びヒブ・小児用肺炎球菌・子宮
頸がん予防ワクチン接種への公費負担
○幼児等医療費助成制度の拡大
○Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済
○市町村国民健康保険への国庫負担の抜本的
増額
○障害者に対する公的医療費助成制度の充実
○機能性低血糖症に係る国の取り組み
○その他
【教育・文化】
○少人数学級の実現、教職員定数の改善、平
成２５年度教育予算の確保、義務教育費国庫
負担制度の堅持・拡充
○私学助成を拡充し学費の公私間格差を是
正、高校・大学無償化の維持・拡充
○第３２回オリンピック競技大会及び第１６回パ
ラリンピック競技大会東京招致
○その他
【農林・水産】
○ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）に
交渉参加反対・慎重な対応
○森林・林業・木材産業施策の積極的な展開
○その他
【公害・環境保全】
○メタンハイドレートの実用化
○東日本大震災による放射線等の被害対策の
早期実施、被災者に対する支援の充実
○福島第一原発事故原因の徹底究明・検証、
原子力発電所の再稼働反対・安全対策、大
間原発の建設中止
○地球温暖化対策を推進するための森林整備
等に係る財源の確保・充実する仕組みの構
築
○建設業従事者のアスベスト被害者の早期救
済・解決
○指定廃棄物の最終処分場建設地選定
○借上げ住宅の新規受付打ち切りの撤回
○その他
【合 計】
【総合計】

件 名

１１２２
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

メタンハイドレート
の早期実用化に期待
埋蔵量は１００年分【上】

第１８６２号 平成２５年３月１５日 （６）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



【
６
面
か
ら
続
く
】

本
年
２
月
に
は
東
部
南
海
ト
ラ
フ

海
域
で
産
出
試
験
に
向
け
た
事
前

掘
削
作
業
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

技
術
の
実
用
化
に
向
け
技
術
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
で
も

屈
指
の
技
術
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待

を
反
映
し
、
意
見
書
で
は
実
用
化

に
向
け
た
国
に
よ
る
大
胆
な
予
算

措
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、
商
業

化
を
見
通
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
構
築
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

「
時
代
を
担
う
若
者
世
代
支
援
」が
最
多

「
下
」
の
表
を
み
る
と
採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
「
時
代
を
担
う
若
者
世
代
支
援
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
防
災
・
減
災
体
制
再
構
築
推
進
基
本
法
の
制
定
」
の
順
に
続
く
。
若
者
世
代
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

で
で
は
、
総
務
省
統
計
局
が
ま
と
め
た
「
労
働
力
調
査
」
か
ら
の
デ
ー
タ
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
平
成
２３
年

時
点
で
は
１５
歳
か
ら
２４
歳
の
完
全
失
業
率
が
８
・
２
％
に
も
上
る
現
状
に
危
機
感
を
露
わ
に
し
て
い
る
。

総
務
省
統
計
局
が
ま
と
め
た

「
平
成
２３
年
労
働
力
調
査
年
報
」

に
よ
る
と
、
完
全
失
業
率
は
「
１５

歳
か
ら
２４
歳
」
の
区
分
が
突
出
し

て
多
い
。
他
の
年
代
区
分
を
み
る

と
▽
２５
歳
か
ら
３４
歳
�
５
・
７
％

▽
３５
歳
か
ら
４４
歳
�
４
・
２
％
▽

４５
歳
か
ら
５４
歳
�
３
・
５
％
▽
５５

歳
か
ら
６４
歳
�
４
・
４
％
―
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
８
・
２
％

が
、
い
か
に
重
い
数
字
で
あ
る
か

が
分
か
る
。

若
者
を
取
り
巻
く
雇
用
環
境
の

厳
し
さ
は
、
２３
年
だ
け
に
限
っ
た

状
況
で
は
な
い
。
調
査
年
報
に
は

１７
年
か
ら
の
完
全
失
業
率
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
２４
歳
ま
で
の
若

者
に
焦
点
を
当
て
推
移
を
参
照
す

る
と
▽
１７
年
�
８
・
７
％
▽
１８
年

�
８
・
０
％
▽
１９
年
�
７
・
７
％

▽
２０
年
�
７
・
２
％
▽
２１
年
�
９

・
１
％
▽
２２
年
�
９
・
４
％
―
と

な
っ
て
お
り
、
雇
用
環
境
が
好
転

す
る
兆
し
は
み
ら
れ
な
い
。

若
者
世
代
が
安
定
し
た
職
を
得

ら
れ
な
け
れ
ば
家
庭
を
築
く
こ
と

が
で
き
ず
、
未
婚
化
に
よ
る
更
な

る
少
子
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

よ
り
、
将
来
的
に
は
今
以
上
に
社

会
保
障
制
度
を
支
え
る
国
民
の
減

少
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
若
者
世

代
が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
か
ど

う
か
は
、
将
来
を
見
据
え
た
国
の

発
展
に
直
結
す
る
課
題
だ
と
意
見

書
で
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

国
内
の
労
働
市
場
が
高
齢
化
に

よ
り
縮
小
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、
主
に
大
企
業
は
新
規
採

用
を
抑
制
し
つ
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
の
対
応
か
ら
人
材
を
海
外
へ
と

求
め
、
も
は
や
若
者
の
雇
用
は
個

人
の
努
力
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
範

疇
を
超
え
て
い
る
と
い
え
る
。

若
者
世
代
を
支
援
し
て
い
く
た

め
に
も
、
意
見
書
で
は
環
境
や
医

療
・
介
護
な
ど
の
新
成
長
分
野
を

は
じ
め
と
し
た
雇
用
創
出
策
の
集

中
実
施
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

厚
生
年
金
や
健
康
保
険
を
含
め
、

正
規
雇
用
者
と
非
正
規
雇
用
者
の

処
遇
格
差
に
対
す
る
解
消
を
進
め

る
と
と
も
に
、
「
若
者
雇
用
担
当

大
臣
」
を
設
置
し
、
課
題
の
克
服

に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
る
。

若
者
雇
用
担
当
大
臣
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
政
権
を
担
う
公
明

党
が
ま
と
め
た
「
公
明
党
政
策
集

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ
２
０
１
２
」
で
提

言
し
て
い
る
。
ま
た
、
甘
利
明
・
経

済
財
政
政
策
担
当
大
臣
に
よ
り
２

月
２８
日
、
通
常
国
会
で
行
わ
れ
た

経
済
財
政
演
説
で
も
、
若
者
ら
の

雇
用
問
題
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
述

べ
て
い
る
。
緊
急
経
済
対
策
な
ど

で
得
ら
れ
る
景
気
回
復
の
果
実
を

若
者
ら
へ
、
最
大
限
に
享
受
さ
せ

た
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

【下】

１２月定例会意見書・決議の議決状況（下） （２４．１１．１～１２．３１）

決 議

【 ４】

―

４

【 ０】

―

―

―

―

【 ３】

―

―

―

３

【 ２９】

１

１９

４

―

５

―

【 ３】

―

―

―

３

【 ２】

【 ４１】

【 ５８】

【 ３１】

８

２３

【 ６２】

３３

１０

６

１３

【 ７３】

４９

８

６

１０

【 ３４】

８

７

７

６

―

６

【 ６１】

１６

１６

５

２４

【 ２】

【 ２６３】

【 ５９２】

意見書

【建設・運輸・郵政・国土保全】

○地方における社会資本整備の促進・財政支援

○その他

【警察・防災・消防】

○防災・減災体制再構築推進基本法（防災・
減災ニューディール基本法）の制定

○「緊急事態基本法」の早期制定

○自治体における防災・減災のための事業に
対する国の財政支援

○その他

【労働・商工】

○次代を担う若者世代支援策

○地域経済と雇用対策強化のための地方財政
の充実・強化

○中小企業の成長支援策の拡充

○その他

【外交・防衛・国際関係】

○ＭＶ２２オスプレイの配備及び飛行訓練に反
対・安全の確保

○北朝鮮の弾道ミサイル発射に対する抗議及
び緊急時情報提供体制の充実強化

○米海軍兵による暴行致傷事件及び住居侵入
傷害事件に関する抗議

○拉致問題の早期解決

○アメリカ合衆国の臨界前核実験への抗議
と、核兵器廃絶

○その他

【社会・くらし】

○生活保護基準の引き下げ反対、基準のあり
方等の検証

○安心できる介護保険制度の実現

○社会福祉関係の県単独補助制度などの廃止
に反対し、継続を求める

○その他

【その他】

【合 計】

【総合計】

件 名
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最
終
答
申
ま
と
め
へ
着
手

基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
審
議

第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
は
２

月
２７
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
第
４
回
総
会
を
開
催
し
▽
大
都

市
制
度
に
つ
い
て
の
専
門
小
委
員

会
中
間
報
告
▽
基
礎
自
治
体
の
あ

り
方
―
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

大
都
市
制
度
の
中
間
報
告
は
、

第
２６
回
専
門
小
委
員
会
（
１２
月
２０

日
）
で
ま
と
め
た
�
全
文
は
本
紙

第
１
８
５
５
・
５
６
号
別
紙
に
掲

載
。
残
る
諮
問
事
項
の
「
基
礎
自

治
体
の
あ
り
方
」
と
あ
わ
せ
、
任

期
満
了
を
迎
え
る
８
月
ま
で
に
最

終
答
申
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
。

当
日
は
衆
議
院
議
員
か
ら
任
命

さ
れ
た
委
員
も
出
席
し
、
審
議
に

加
わ
っ
た
。
昨
年
の
解
散
総
選
挙

で
欠
員
と
な
っ
て
い
た
が
、
総
会

に
先
駆
け
同
日
、
▽
う
え
の
賢
一

郎
氏
▽
大
島
敦
氏
▽
土
屋
正
忠
氏

▽
松
浪
健
太
氏
―
の
４
人
が
安
倍

総
理
か
ら
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。

旭
川
市
で
７
月
１０
日
か
ら
２
日
間

本
会
は
第
８
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
７
月
１０
日
か
ら
１１
日
に
か
け

て
、
旭
川
市
で
開
催
し
ま
す
。

１
日
目
は
、
公
益
財
団
法
人
後

藤
・
安
田
記
念
東
京
都
市
研
究
所

の
西
尾
勝
・
理
事
長
か
ら
「
地
方

議
会
改
革
」
と
題
す
る
基
調
講
演

を
聴
取
し
ま
す
。
続
い
て
「
住
民

自
治
の
実
現
と
地
方
議
会
へ
の
期

待
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
移
し
ま
す
。
２
日
目
は
「
政
務

活
動
費
を
考
え
る
」
と
題
し
、
課

題
討
議
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
み
の
方
法
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
月
１１
日
付
け
で
議
会

事
務
局
へ
文
書
を
発
送
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
参
加
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
７
月
１０
日
の
主
な
日
程
】
▽
開
場
�

１２
時
００
分
▽
開
会
式
�
１３
時
００
分
▽
基

調
講
演
�
１３
時
２０
分
▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
�
１４
時
４０
分

【
７
月
１１
日
の
主
な
日
程
】
▽
開
場
�

８
時
３０
分
▽
課
題
討
議
�
９
時
００
分
▽

閉
会
式
�
１１
時
００
分

第第
８８
回回
研研
究究
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
をを
開開
催催

地制調

申込み方法は３月１１日発送 本 会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
案
を
閣
議
決
定

政
府
は
３
月
１
日
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
個

人
や
法
人
へ
固
有
の
識
別
番
号
を

付
け
、
社
会
保
障
や
税
な
ど
の
一

元
管
理
に
役
立
て
る
。
番
号
制
度

の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
既
存
法
の

整
備
が
不
可
欠
。
政
府
は
関
係
法

３６
本
を
束
ね
、
各
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。
政
府
は

今
国
会
で
の
成
立
を
目
指
す
。

新藤義孝・総務大臣も出席
会議の冒頭にあいさつした
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